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地域と共にＪＡ愛知東が目指す 
相互扶助の土壌づくり 

～東三河の水と緑と食を活かすＪＡを目指して～ 

１．ＪＡ愛知東の概要 

 私どもＪＡ愛知東は、長野県と静岡県境に

面した愛知県の北東部に位置しています。管

内の面積は約1,000平方キロで、愛知県の約５

分の１という広い管内となっております。 

 しかし、人口はもう６万人を切ろうとして

おり、１年に800名から1,000名の人口が減少

している地域です。新城市を除く２町１村に

ついては高齢化率が45％を超えており、しか

も90％が山林地域という、まったくの農山村

です。 

 現在、組合員は１万4,332名です。けっして

人数は多くはありませんが、女性組合員が

3,000名近くもいます。役員は現在31名です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が、女性理事が２名、女性監事が１名おり、

愛知県内では女性役員の登用が一番早かった

のではないかと思っています。 

    １．ＪＡ愛知東の概要         ４．ＪＡ愛知東の取り組みの一例 

    ２．自然の宝庫            ５．地域に容認されるＪＡを目指して 

    ３．地域資源で人づくり 

 

 

 

 ＪＡ愛知東の管内は90％が山林地域で、高齢化率も高い農山村地だ。しかし、地域は自然の宝

庫であり、その中で生き抜く知恵や技を持つ元気な高齢者がたくさん存在する。そうした昔から

の農村の姿や暮らしを大事にしていくことが必要ではないだろうか。 

 地域住民が求める願いは６つあると言われるが、立地の不満を除けば努力次第で叶えることは

可能だ。その実現のため、ＪＡ愛知東は協同組合として「小さな組織、集まる組織」づくりの支

援活動に取り組んでいる。 

 現在、女性部を中心にさまざまな取り組みを実践しているが、その基本的スタンスは「農村と

農業をどうやって自立支援していくか」にある。ＪＡ自らも自立の道を探りながら、「３つの幸せ

運動」「３つのしんか（真価、進化、深化）」を目指し、少しずつ成長していければと考えている。 

講 演 要 旨 

愛知東農業協同組合 代表理事組合長 

河合 勝正 
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２．自然の宝庫 

 続いて、私どもの地域の自然環境について

少しご紹介したいと思います。 

 私どもの地域には国が指定する天然記念物 

・名勝が６か所ございます。それから県指定、

市町村指定のものや、『自然系の「日本百選」』

と言われているところが12か所ございます。 

 もう１つの特徴は、３つの１級河川の源流

域にあるということです。下流域には多くの

皆さんが暮らしておみえですから、極めて重要

な地域であるという認識に立っております。 

 管内を紹介したいと思います。阿
あ

寺
てら

の七滝

が「日本の滝百選」に、鳳来寺山が「日本の

地質百選」に選ばれておりまして、いずれも

国の指定名勝・天然記念物になっています。

次が、「新日本名木百選」に選ばれている甘
かん

泉
せん

寺
じ

のコウヤマキです。これも国の天然記念物

となっています。それから湯谷温泉が「日本

の温泉百選」に選ばれておりまして、何年か

前には民放の温泉番組で「日本一の温泉」と

いう評価をいただいたこともあります。次は

「日本の棚田百選」に選ばれた四谷千枚田で

す。何年か前には全国棚田サミットがこの地

で開催されました。それから、今がちょうど

シーズンですが、川
か

売
おれ

の梅園が「にほんの里

百選」に選ばれています。 

 

３．地域資源で人づくり 

 技人を活かす活動 

 このような地域ですので、やはり昔からの

農村の姿、暮らしを大事にしていくことが必

要ではないかと考えています。 

 地域の人口は減っておりますが、幸い、元

気な高齢者や女性の皆さんが多くおみえであ

りますし、その皆さんは自然の中で生き抜く

さまざまな知恵や技を等しく持っておいでに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なります。そうした人たちの居場所と言いま

すか、活躍する場をなんとかつくり上げてい

きたいということで、ＪＡ愛知東の管内４市

町村をまとめての技人バンクみたいなものを

立ち上げたいと思い、今、４市町村の教育長

さんとお話をさせていただき、技人の選定を

急いでいるところです。 

 実は、二十数年前には県の補助金をいただ

き、農業改良普及所と一緒に「ざ・とよね百

一人衆」をつくり上げました。いろいろな技

術や知恵を持っている豊根村の皆さんを地区

ごとにピックアップし、技人の活動をしてい

ただいております。しかし二十数年が経ちま

したので、101人のうち３分の１ぐらいの方が

残念ながらお亡くなりになっている状況で

す。そこで改めて、広域の技人バンクみたい

なものを立ち上げたいと考えています。 

 

 農業と健康寿命 

 ２つ目に、この地域に住む人たちの健康維

持をどうしていくのかが、ひとつの問題・課

題であると思っております。 

 これについては厚生連さんからもいろいろ

な面でバックアップをいただいております

し、市町村あるいは社協、NPO法人等々広

い範囲からご支援を賜っていますが、私ども
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ＪＡとしてはやはり農業に関わっております

ので、「農業と健康寿命」について注目をして

いきたいと思っております。当然ながら、「医

食同源・身土不二」にもこだわります。昔か

ら人と土はずっといろいろなことでつながり

がありますので、そこにもこだわって進めて

いく必要があると考えております。 

 また、先ほど早川先生から「アンケート調

査」のお話がありましたが、私どもの地域も

一緒にアンケート調査をさせていただきまし

たので、健康に関する部分だけを少しピック

アップしました。約１万4,000人の組合員の全

戸に配布し、9,000人を少し超えるくらいの回

答をいただいています。 

 結果は、多くの方が60歳以上ということで

高齢化になっていますが、70％以上の方が「健

康と思う」と言っておられます。一方で「あ

まり健康と思わない」という回答も20％くら

いありますが、実は地域ごとにクロス集計を

させていただきましたので、どちらかと言う

と市街地に住む高齢者の皆さん方が「あまり

健康と思わない」と言っているという傾向も

出ています。ですから、ひょっとしたら「農

業や林業に携わることによって健康が維持で

きる」という裏付けにもなるのではないか、

というデータです。ただし、元気に働けてい 

ても、「薬を飲んでいる／通院している」とい

う方は相当いらっしゃるということがわかり

ます。 

 

 これからの農山村の目指すもの 

 ３つ目に、やはり地域にある資源を大事に

活用しながら循環していく取り組みが必要で

はないかと思っております。 

 私どもの地域も、２月14日の大雪の時には

積雪が１メートルもあったところがございま

して、停電が１週間続いて孤立した集落もあ

りました。しかし、そこに住まわれるお年寄

りはすごく強いのです。また、隣同士の助け

合い、絆が本当にすばらしいのです。今は電

気製品が多いので停電時に暖をとるのも大変

ですが、掘りごたつがあります。もちろんプ

ロパンガスの恩恵もありましたが、炭や薪の

恩恵も相当あったようです。それらは地域の

「自然資源」であります。また隣同士の助け

合いというのは、言わば「人的資源」ではな

いかと思いました。やはりエネルギーも食も、

ある程度は地域で自給できるような、そんな

農村の姿が望ましいのではないかと改めて感

じました。 

 私どもの地域は大変広いわけですが、合併

して20年も経ちますと、遠くのところの組合 
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員の皆さんでも、どこに住んでいるかがよく

わかるようになります。そういう意味では、

管内の人口はあまり多くはありませんが、

「本当にみんなが仲間だなあ」と日々感じら

れることに感謝をしているところです。 

 

 地域住民が求める６つの願い 

 いずれにしても、今後も人口減少あるいは

高齢化は進んでいくと思います。しかし、そ

うした現実から逃げるわけにはいきません。 

 坂野百合勝先生曰く、「地域住民の皆さん

が求める願い」は６つあると言われています。 

① 一定の収入を確保したい 

           →経済面の願い 

② 健康で安心して長生きしたい 

           →身体面の願い 

③ 心豊かに暮らしたい→精神面の願い 

④ 快適な環境で暮らしたい 

           →環境面の願い 

⑤ 人のために役に立ちたい 

           →社会貢献の願い 

⑥ 自分が主役で活動したい 

           →自己実現の願い 
 

 残念ながら「経済面の願い」という部分で

は、私どもの地域は立地的にはやや不満があ

るだろうと思います。しかし、残りの５つの

部分は努力次第で叶えられると思うのです。

ですから、この辺を我々が協同組合としてど

のような形で支援してあげられるのかを考え

る必要があると思っています。 

 こうした住民の願いを叶えるひとつのよい

手段は、組織をつくることだと教わっており

ます。したがって、大きな組織よりも小さな

組織、あるいは集める組織よりも集まる組織、

そんな組織づくりの支援活動に現状は取り組

んでいるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ＪＡ愛知東の取り組みの一例 

 組合員組織の育成活動 

 私どものつたない取り組みではあります

が、一例をご紹介したいと思います。 

 最初が、組合員組織の育成活動です。こう

した組合員組織は、全国どこのＪＡでもある

だろうと思います。ただ、それぞれの組織が

自分たちの活動として、自賄いも含めて取り

組んでいただいています。そんなところが私

は大変いいなあと思っております。 

 細かいところは申し上げませんが、たとえ

ば合併以来ウォークラリーを続けており、も

う50回になります。もちろん、この活動は健

康維持・増進にもコミュニティにも効果はあ

ります。ただ、管内は大変広いので、「やっぱ

り自分の地域はすばらしいなあ」ということ

に自分たちで気づいていただくためにもこの

活動は大変大事ではないかと思いながら続け

ており、毎回150名前後の方に参加いただいて

おります。 

 

 女性部活動 

 私たちの女性部は地域から立ち上がってい

るのではなく、小さな目的別の組織が核にな

って大きな女性部の組織ができています。今

は77個ぐらいのいろいろな目的別の組織があ
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り、楽しく集まっています。 

 昨年もまた新しい組織が立ち上がりまし

た。10人でスタートしていただいた組織で、

環境問題の勉強会をされています。リサイク

ルやごみの適正分別、輸入野菜の現状などの

勉強会のほか、国道や県道沿いの花壇整備な

どもやっていただいています。スタート時は

10人だったメンバーが、今はもう20人ぐらい

になったと聞いています。 

 ご紹介しているのは一部ではありますが、

ほかにも女性部の活動として、みそ造りや親

子料理教室などもやっていただいています。 

 

 軽トラ市への参加 

 「軽トラ市」は４～５年前から始めさせて

いただきました。今は日本の三大軽トラ市の

１つになったということで、月末の日曜日に

新城市街を通行止めにし、トラック80台くら

いがまちに繰り出して軽トラ市をやっていま

す。女性部の皆さんにも農業者の皆さんにも

参加していただいています。 

 

 助け合い組織 

 「助け合い組織」は、私たちの組織の中で

最も自慢できる組織の１つです。この組織で

は、たとえばお弁当を作って配食をするなど 

して、さまざまな助け合いの活動の原資にし

ています。よそから補助金をもらったり、ＪＡ

からお金を送ってやっているところもあるよ

うですが、彼女たちはいろいろな知恵を絞り、

自ら活動の原資を稼ぎ出して助け合い活動を

やっているんですね。手前味噌かもしれませ

んが、これは本当にすばらしい活動だと私は

いつも思っております。 

 

 子ども農学校 

 「子ども農学校」の活動はもう10年目にな

ります。半年間いろいろなカリキュラムを組

んで、子どもたちに農業体験をしていただい

ています。この活動は、子どもたちに①故郷

の価値を気づかせたい、②農業の意義を考え

させたい、③農業に携わる人の心に触れさせ

たい、という思いでずっと続けております。 

 

 就農林相談会 

 次は、「就農林相談会」です。私は新城設楽

地域担い手育成総合支援協議会の会長をやら

せていただいているのですが、ここのところ

ずっと、地域外あるいは県外の若い人たちか

ら「私たちのところで農業をやりたい」とい

うことで相談に来ていただいています。今年

も四十数名が参加され、東京からも来られた 
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という話も聞いています。 

 地域事情からして、誰もが受け入れの対象

になるというのはなかなか難しい部分もあり

ますので、行政も含めていろいろな面接等を

行う中で１割ぐらいの方が私どもの山村に入

り、農業に携わっていただいています。 

 

 山桜の里山づくり事業 

 それから「山桜の里山づくり事業」という

活動をやっています。新東名高速道路が来年

４月に開通し、私どもの新城市にも設楽原パ

ーキングができます。新城市の木は山桜です

ので、地元の高校生の皆さんに山桜の種を自

分たちで採種し、苗木を２年かけて作っても

らい、それをパーキングエリアに植樹させて

いただきました。トータルで1,000本くらいの

植樹をしました。 

 

 教育文化活動 

 そのほかにもいろいろな教育文化活動を行

っています。少年野球や中学生のサッカー、

バレーボール、ソフトボールなど、小・中学

校のスポーツ活動にも相当力を入れておりま

す。一昨年からは剣道の組合長杯も実施をさ

せていただいております。 

 こうした教育文化活動は、「いろいろな面

で若い人、次世代の人たちと関わりを持って

いく必要がある」ということで展開をしてい

るところです。 

 

 結婚相談活動 

 結婚相談所も1994年に立ち上げました。私

は名ばかりの所長ではありますが、相談員の

皆さんはボランティアで本当によく活動いた

だいており、皆さんのお世話の中で83組の方

が結婚されました。 

５．地域に容認されるＪＡを目指して 

 最後に、私たちＪＡ愛知東の基本的なスタ

ンスです。それは「農村と農業をどうやって

自立支援していくか」がメインになると考え

ております。そのためには、やはり自分たち

ＪＡ自らも自立の道も探らなければいけませ

ん。いたずらに「農業や農村の自立を」と言

ってもそれは難しいわけですので、その辺を

含めて活動させていただくことがひとつのス

タンスでございます。 

 最後に、むすびのお話を。「３つの幸せ運

動」は単純な話なのですが、まず地域に住む

人たちが自ら健康で自分のことがやれるとい

う幸せ。そして、大変な時には人さまから助

けていただけることの幸せ。そして、地域や

皆さんに支援できることの幸せ。この連動が

できるような地域・社会づくりが、めざすべ

きところではないかと思っています。 

 そして、「３つのしんか（真価、進化、深化）」

については、いろいろなところで言われてい

る通りであります。ＪＡとしての本当の真価

をどうやって探っていくのか。あるいは、今

より進化していくためにはどうしたらいいの

か。あるいは、地域や組合員の皆さんともっ

と深い関わりを進めていくことが必要ではな

いか。これはよそからいただいたような言葉

でありますが、こうしたことを目指してやっ

ていく必要があると思っております。 

 いずれにしても、地道にコツコツと、木の

年輪のように少しずつ地域のために、あるい

は組織として成長していければ幸いです。 

（文責：調査研究部） 
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